
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１２月 南魚沼市議会定例会 
一般質問順位表 

質問順位 議席番号 質  問  者 日程 

1 15 中  沢  一  博 

１１日 

（月） 

2 10 吉  田  光  利 

3 19 桑  原  圭  美 

4 2 川  辺 き の い 

5 13 佐  藤     剛 

6 14 寺  口  友  彦 

7 8 永  井  拓  三 

１２日 

（火） 

8 16 鈴  木     一 

9 3 大  平     剛 

10 5 梅  沢  道  男 

11 18 牧  野     晶 

12 7 中  沢  道  夫 

１３日 

（水） 

13 6 田  中 せ つ 子 

14 9 勝  又  貞  夫 

15 4 目  黒  哲  也 

16 17 塩  谷  寿  雄 

17 1 黒  岩  揺  光 

計  １７名 



 

 

 

 

 

 

 

 

【質問方式】（質問制限時間は、いずれも答弁時間を含め 60 分）  

 

一括質問一括答弁方式：  全質問項目を一括して行い、答弁も一括して行う。 

（初回は登壇して行い、質問回数は３回まで。）  

一問一答方式：  質問及び答弁を一問ずつ行う。（ただし初回の質問

は、登壇して最初の質問項目のみをまとめて行う。

質問回数に制限なし）  

複合型一問一答方式：  一問一答方式において、質問大項目の最初の質問

はまとめて行い、以降は一問ずつ行う。（質問回数

に制限なし）  



－1－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１ 
 

 １ 少子化対策の一層の加速で子育てに安心と希望を 

 

   少子化は日本社会の持続可能性を揺るがす深刻な事態である。

出生数の急減は社会や経済に大きな影響を与えかねない。高齢化

によって医療や介護、年金といった社会保障の重要性が増す中、

担い手の減少は制度の維持を困難にする。また、人口の減少は、

国内をはじめ市内経済の規模縮小につながる。若い世代の希望を

かなえる支援があれば、少子化を抑えられる可能性がある。まず

は、経済的な基盤の安定が必要であり、子育てにかかる経済負担

を一層軽減する必要がある。そこで、少子化対策の一層の加速を

強く求め、具体的に伺う。 

 

 （１）保育料について、第２子・第３子の考え方は。 

 （２）学校給食費の多子世帯への負担軽減を求めるが。  

 （３）０～２歳児の保育料の第２子無償化に向けた進捗は。  

 （４）奨学金制度のさらなる拡充に向けた取組は。 

 

 

 ２ がん対策拡充のための環境整備の推進と取組について 

 

   日本人の２人に１人がかかるといわれるがんについて、市とし

て総合的・計画的に対策を進める必要がある。そのためには、誰

もが受けやすい環境が重要である。医療の進歩により早期に発見

すれば治る可能性が高く、検診の受診率向上が欠かせない。そこ

で伺う。 

 

 （１）国の指針に基づく、胃がん・肺がん・大腸がん・乳がん・子宮

頸がんの検診受診率向上に向けた職域を含む取組は。 

 （２）子宮頸がん予防ワクチンの接種機会を逃した女性への推進を。 

 （３）がん患者の外見ケアサポートにウィッグなどの購入費助成を。 

議 席 

１５  

中

沢

一

博 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－2－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

２ 
 

 １ 電気自動車の充電設備と自動運転について  

 

   連日のように電気自動車関連での充電器設備や自動運転の報道

がなされている。弥彦村における 2024 年度自動運転車の導入は衝

撃的なニュースである。他の自治体の積極的な取組も紹介されて

おり、近い将来、電気自動車が主力になることは誰でも予想され

ることである。それには普通充電や急速充電設備のインフラ整備

が不可欠である。そこで伺う。 

 

 （１）市の脱炭素化社会を目指すイメージアップと発展につなぐた

めにも、どこよりも先駆けてＥＶ充電設備を設置する考えは。  

 

 （２）家庭用普通充電器導入に対して補助金を検討する考えは。  

 

 （３）自動運転電気自動車の導入及び庁舎への充電設備設置の考え

は。 

 

 

 ２ 介護就労者確保について 

 

   厚生労働省によると、飲食・小売業や製造業などの賃上げが広

がり、よりよい待遇を求めて転職する人が増え介護就労者が前年

より 1.6％減った。市では新規、カムバック、移住定住への就職支

援等介護人材確保緊急５か年事業を実施している。しかしながら、

さらなる介護士離職者対策が大きな課題と思うがどうか。  

 

議 席 

１０  

吉

田

光

利 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－3－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

３ 
 

   コロナ禍後の子どもたちの生活環境の変化と課題について  

 

   新型コロナウイルス感染拡大により、2020 年３月から始まった

全国休校措置を含め、外出自粛、移動制限、三密回避、マスク着

用、黙食など子どもたちはかつて経験したことのない環境の中で

生活してきた。 

   そうした環境が、子どもたちにどのような影響を与え、どのよ

うに対処していくのかについて伺う。 

 

 （１）友達との外遊びや自然環境に触れる活動機会の低下が顕著と

なったが、学校は元に戻るような仕掛けをしているか。 

 

 （２）コロナ禍を原因として、インターネット、メディアゲーム、

動画視聴の増加が著しい。家庭学習との関連性等も含めて、小

中学校の実態を把握して指導しているか。  

 

 （３）コロナ禍による家庭環境の変化と子どもたちの心身不調の増

加について、気になる結果が出ている。実態を把握しているか。 

 

 （４）コロナ禍は市内小中学生の学習面にどのような影響があった

か。 

 

 

 

議 席 

１９  

桑

原

圭

美 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－4－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

４ 
 

   地域住民の「生きる」を支え続けるについて 

 

   ゆきぐに大和病院を診療所化しても、医療のまちづくりに関す

る骨太の全体計画で定められた、地域住民の「生きる」を支え続

けることができるか、伺う。 

 

 （１）現病院事業管理者の外山氏を招聘した目的は医師確保のため

だったのか、他に目的があったのか。  

 

 （２）令和５年 11 月 27 日の全員協議会で報告された資料では「100

名を超える回復期・慢性期の対応を必要とする市民が群馬県に

流出している」、ゆきぐに大和病院は「本来であれば、45 床全て

が必要な病床であるが」とある。機能転換により、十分カバー

できるという説明があったが、その根拠はどこにあるのか。  

 

 （３）ゆきぐに大和病院が果たしてきた地域経済への波及効果と診

療所化した場合の影響をどう評価しているのか。  

 

 （４）令和３年５月 19 日付、南魚沼市の「医療のまちづくり」に関

する基本的方針には今後の実施体制とあるが、この方針に変更

はないのか。 

議 席 

２  

川

辺

き

の

い 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－5－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

５ 
 

 １ 自治基本条例を制定し、みんなでつくる「まちづくり」を 

 

   自治基本条例を制定して、市民、事業者、議会、市長、市の執

行機関、職員ともに共通ルールと認識の中でまちづくりを進める

考えはないか。 

 

 

 ２ 医師の働き方改革の中で地域医療をどう守るか  

 

 （１）効果的な在宅医療の実現に向けた取組について  

   ①医師の働き方改革の運用開始後は、大和地域に限らず今まで

以上に在宅医療体制は重要になる。その中でも、介護人材確

保と訪問看護体制は今後の在宅医療の鍵を握る。この問題は

市内全域の問題だが、これらの体制をどう進めるか。 

   ②今進めている地域包括ケア体制は、医師不足の中での在宅医

療の充実に効果を期待できるか。 

   ③在宅療養におけるオンライン診療を含むＩＣＴ活用は、医師

不足、働き方改革の対応としても現実的な課題となったが、

検討は進んだか。 

 

 （２）避けられない医師の働き方改革の中でも、守らなければなら

ない地域医療をどう進めるか。 

   ①医師の働き方改革の運用開始が迫る中、今後のこの地域の医

療需要を考えると、改めて地域完結型医療体制の役割分担を

考え直す必要があるのではないか。 

   ②縮小する医療環境の中で、市民を守る地域医療のビジョンを

改めて問う。 

 

議 席 

１３  

佐

藤

 

剛 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－6－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

６ 
 

 １ 猟友会の高齢化に速やかに対応することについて  

 

   有害鳥獣駆除の主力である猟友会員が高齢化していることに速

やかに対応するべきではないか。  

 

 

 ２ パックライスを災害備蓄食として活用することについて  

 

   常温保存ができるパックライスを災害備蓄食として活用するな

ど新たな米消費販売拡大を考えるべきではないか。  

 

 

 ３ 新潟県と協力して半導体製造メーカーを誘致することについて  

 

   新潟県とともに海外半導体メーカーの市内誘致活動を開始する

べきではないか。  

 

 

 ４ デジタルトランスフォーメーションのさらなる推進について  

 

   窓口デジタルトランスフォーメーションに向けて、電子機器の

理解と利用推進の取組をどう考えているのか。  

 

議 席 

１４  

寺

口

友

彦 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－7－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

７ 
 

 １ 学校の統廃合について 

 

   現在、学校の統廃合について市内で話題になっている。その内

容は統合する方向で進んでいると感じている。そこで、これまで

出てきた内容などを踏まえて下記のとおり質問する。  

 

 （１）市内全体でアンケート調査を行う必要があると考えるが、調

査を行う予定はあるか。 

 （２）統合した場合、廃校が決まった地域は地価が下がるなどの影

響がある。その地域への新築住宅などが建ちにくくなることが

予想されるが、そのような点は考慮しているか。 

 

 

 ２ 少雨に備え農業専用の緊急用井戸を掘削してはどうか 

 

   この夏は極端な少雨で市内を流れる河川が枯渇したことは記憶

に新しい。市内には専業農家も多く、その収穫量によって生活が

左右されるケースが多く見られる。そこで、少雨に対して緊急的

に使用できる農業専用の井戸を掘削し、非常時に備えることがで

きないか。 

 

 （１）現在の少雨対策はどのようなものか。 

 （２）農業専用井戸を掘削することはできないか。  

 

 

 ３ 六日町市街地のカラス対策について 

 

 （１）六日町市街地におけるカラスの糞害で市内に多数の毒草を生

やすきっかけになっている。通学路に毒草が生えていたことを

考えると、早急に対処する必要があるがどうか。 

 （２）六日町駅は観光客の玄関口であり、市内の学生にとっては公

共交通の拠点である。ホームなどのカラスの糞害は衛生面で大

きな問題である。ＪＲとはいえ公共交通機関という意味では行

政が手助けをしてもよいとは思うがどうか。  

議 席 

８  

永

井

拓

三 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－8－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

８ 
 

 １ ＪＲ上越線について市長の考えを再度伺う  

 

   公共交通機関である上越線は生活、教育、通勤に直結する部分

である。無人駅の増加や冬期間たびたび止まる電車など、改善す

る方向にならないか。 

 

 （１）降雪時に運休しないすべはないか。ＪＲに市はどういう交渉

をしているのか。 

 

 （２）無人駅の安心・安全について伺う。 

 

 

 ２ 国土調査の進捗について 

 

   現状の国土調査のやり方では 100 年、200 年かかっても終わら

ない。このままでは語り部がいなくなり、特に山間部は難しくな

ってくる。測量機器や航空測量技術の進歩で考えているより早く

できるのではないか。国土調査の予算も非常に少ないが、測量す

る側のマンパワー不足もあるのか。 

議 席 

１６  

鈴

木

 

一 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－9－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

９ 
 

   医療体制について 

 

   医師の働き方改革や高齢者の増加は、市の医療体制に大きな影

響を与えると考える。そこで、今後の医療体制について市の考え

を伺う。 

 

議 席 

３  

大

平

 

剛 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－10－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１０ 
 

 １ 教師を取り巻く環境整備に向けた取組について  

 

 （１）学校現場では、働き方改革プランに基づいた月 45 時間以下の

超過勤務時間を実現するため、様々な取組が進められているが、

市の学校現場における超過勤務時間の現状について伺う。  

 

 （２）６月議会で一般質問を行い、スクールサポートスタッフにつ

いて、多忙化解消に有効な取組を積極的に共有し、活用を進め

ていくという回答があったが、いまだ十分な活用事例の共有化

がされていないと聞く。学校ごとのスクールサポートスタッフ

の活用事例等の把握はどこまで進んでいるのか伺う。  

 

 （３）学校・教師が業務の適正化の一層の推進を図るため、学校・

教師が担う業務に係る３分類が進められているが、市における

進捗状況と対応策の実施状況について伺う。  

 

 

 ２ 原子力災害対策への取組について 

 

 （１）柏崎刈羽原発の再稼働問題については、県の３つの検証も終

わり、再稼働への判断に向け、具体的に動き出す段階となった。

県は、再稼働については、立地自治体以外の自治体の意向を取

りまとめ、意思表示を行うと述べているが、市はどのような判

断に基づき、県へ意思表示を行おうと考えているのか伺う。  

 

 （２）市は平成 25 年に南魚沼市地域防災計画原子力災害対策編を作

成し、その後平成 27 年、令和２年、令和４年に修正を行ってい

るが、この計画の住民への周知や今後の防災訓練等の実施計画

について伺う。 

議 席 

５  

梅

沢

道

男 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－11－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１１ 
 

 １ 緊急時の市民への情報伝達について 

 

   防災情報配信サービスの登録人数が増加しているが、情報を配

信しても気づかない人もいる。市長の「消防サイレンが鳴ったら

メールを見てください」というアナウンスはとても大事なことだ

と考える。登録をして、サイレンが鳴ったら情報を確認するとい

うことを徹底して周知するべきだと考えるが。 

 

 

 ２ 横断的な市役所運営を 

 

 （１）縦割り行政と感じる点があるが、どのように考えているのか。 

 

 （２）市民へ行政情報の提供を各部各課に任せてはいないか。担当

課だけでなく総括的に指示する部署が必要ではないか。 

議 席 

１８  

牧

野

 

晶 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－12－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１２ 
 

   農業者支援策について 

 

   今年の異常気象は農業に深刻な影響を及ぼしたが、今後の農業

者支援策について伺う。 

 

 （１）国は、人・農地プランから地域計画の策定を求めているが、

市の取組はどこまで進んでいるのか伺う。  

 

 （２）今回実施した収入減少支援対策事業は大変喜ばれているが、

減収幅が大きく、営農継続への意欲をなくしている人もいる。

そこで、新たに独自支援を行う考えはないか伺う。  

 

 （３）自給率が 38％まで低下した日本の農業を支える上で、農産物

の価格保証や所得補償は欠かせない課題だと思うが、見解を伺

う。 

 

 （４）今後も予想される渇水対策として、地下水の活用だけではな

く、ため池などの整備も含め様々な対応が必要と思うが、考え

を伺う。 

 

議 席 

７  

中

沢

道

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－13－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１３ 
 

 １ 小中学校における除草剤使用について  

 

   令和２年 12 月に公共施設における除草剤使用について質問し

たが、再度調べたところ、おおまき小学校以外は、全ての小中学

校のグラウンドで以前とほぼ同様に２～４回の除草剤散布が行わ

れていた。児童生徒及び周辺住民への安全対策の徹底が重要と考

える。 

 

 （１）事前に周辺住民に対して目的・散布日時・農薬種類・連絡先

を、十分な時間的余裕を持って幅広く周知したか。  

 （２）2019 年度農薬危害防止運動での活動や取組の成果と検証をど

う生かしたか。 

 （３）雑草の発生を早期に発見し、機械除草等により対応するよう

最大限に努め、農薬を使用しない管理を心がけたか。 

 

 

 ２ 学校給食における食物アレルギー対応について  

 

   県内で給食による食物アレルギー事故は昨年度 54 件と報道さ

れている。命に関わる食物アレルギー事故防止について、対応マ

ニュアルの徹底が重要と考える。 

 

 （１）食物アレルギー対象者数とアレルギー発症件数は。 

 （２）食物アレルギー事故は人的ミスが重なって起きるようだが、

どのように対策しているか。 

 （３）対応マニュアルにある役割分担やエピペンの使い方等の訓練

は定期的に実施しているか。 

 （４）栄養教諭・学校栄養職員の配置は十分か。  

議 席 

６  
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－14－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１４ 
 

 １ 図書館の蔵書構成について 

 

 （１）蔵書構成については、繰り返し改善が必要ではないかとの声

があるが、改善はどのように進められてきたか。  

 

 （２）選書に問題があるとすれば、その手順を見直すべきではない

か。 

 

 

 ２ 水道事業について 

 

   水道水は市民の生活にとって最も重要なライフラインの一つで

ある。水道事業は、市民が直接口に入れる水を給水する事業で、

市民の生命に関わる事業である。この市民生活に密着した水道事

業について問う。 

 

 （１）令和５年６月５日に起きた飲用水としての使用停止の再発防

止の対策として、実際にどのようなことを行ったか。  

 

 （２）検査用の水を流すためのポンプ手前の配管が、ゴミで詰まっ

たことが原因の一つと言われているが、水を圧送するポンプ手

前の配管の一部分を透明なパイプにして、管内の状態を目視確

認できるようにするという考えはないか。  

 

 （３）ウグイが死んだことと、市民への飲用水としての使用停止の

間に、拡大解釈があったのではないかという市民の声もある。

ウグイの生死だけでの判断で適切と考えているのか。  

 

 

議 席 

９  
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－15－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１５ 
 

 １ 今後の下水道事業について 

 

 （１）市の汚水処理はおおむね面整備が完了した。今後は、下水道

の管路施設等の老朽化と人口減少を見据えて、老朽化した管路

施設の更新は行わずに個別の浄化槽を整備することで、事業費

の縮小が図られる。特に中山間地域における浄化槽への切替え

を中心に計画を変更する考えはないか伺う。  

 

 （２）市の浄化槽は、市設置型浄化槽、個人設置市管理型浄化槽、

個人設置型浄化槽の３種のタイプがある。個人設置の浄化槽は

市の管理と個人管理のものがあり、不公平感がある。今後は市

管理の浄化槽で設置から 10 年以上経過しているものについて

は、個人管理とするように制度改正をする考えはないか伺う。 

 

 

 ２ 地球温暖化対策実行計画（区域施策編）について  

 

 （１）令和４年度に地域脱炭素移行・再エネ推進交付金が創設され、

令和５年度には地方財政措置として新たに脱炭素化推進事業債

が創設された。来年度策定を計画している地球温暖化対策実行

計画（区域施策編）は、交付金の必須条件となっている脱炭素

先行地域の選定を視野に入れているのか伺う。  

 

 （２）市全体で脱炭素の加速化に取り組んでいるが、公共のモデル

事業として、現在、事業を進めている統合学校給食センターへ

小型メタンガス発電プラントを導入する考えはないか伺う。  

 

議 席 

４  
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－16－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１６ 
 

   市民福祉の向上について 

 

 （１）新たに市内で開業する診療所に補助金制度をつくるべきでは

ないか。 

 

 （２）子育て支援の拡充をどう図るか。  

 

 （３）地域コミュニティの活用をどう図るか。  

 

 （４）市政懇談会ざっくばらんで出された意見の中で、新年度予算

に反映できるものはあるか。 

 

 

議 席 

１７  

塩

谷

寿

雄 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－17－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１７ 
 

 １ 前議長の起訴猶予処分などが市政に与える影響は 

 

   前回の市議会議員選挙の投票率は過去最低となった。近年、市

や市の関連団体及び関係者の不祥事が後を絶たず、市民の政治離

れがさらに加速しないか懸念している。  

   市観光協会が実施した市の補助金事業で不正が過去３年間で２

件あった。今年６月には安全性が確保されない水道水を市が一般

家庭へ供給した。11 月には林市長が議員時代に同じ会派で活動し

ていた塩谷寿雄前議長が公職選挙法違反で検察から起訴猶予処分

を受け、犯罪事実が認定された。他の市議会では起訴猶予処分と

なった議員に対し辞職勧告決議案が出される例があるが、塩谷前

議長はいまだに一度も公的な謝罪をしていない。  

   これらが市民の政治離れや市政にどう影響するか、市長の見解

を伺う。 

 

 ２ 市の幹部職員が逮捕されたが再発防止策はあるか  

 

   市の幹部職員が不同意わいせつ容疑で逮捕されたが、どんな再

発防止策を考えているか。 

 

 ３ 他の自治体と比べ市の高齢者福祉は手厚いと思うか  

 

   市のアンケート調査では高齢者福祉・介護の充実に力を入れて

ほしいという声が多い。しかし、非課税の高齢者世帯の水道料金

福祉減免制度が廃止され、高齢者宅の除雪支援予算額は魚沼市の

３割ほどで、魚沼市は玄関前の除雪を支援するのに、南魚沼市は

しない。筋力づくり教室の参加者数は激減中で目標人数の半数以

下だ。他の自治体と比べ、市の高齢者福祉は手厚いと思うか。  

 

 ４ 移住者を呼び込むため市の魅力をＰＲするキャッチコピーを 

 

   コロナで地方移住志向が高まり、他の自治体にはない当市の魅

力を一言でＰＲするキャッチコピーが重要と考えるが、市長の見

解を伺う。 
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